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１ 【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】 

平成26年６月30日に提出いたしました第117期(自  平成25年４月１日  至  平成26年３月31日)有価証券報告書

の記載事項の一部に訂正すべき事項がありましたので、これを訂正するため有価証券報告書の訂正報告書を提出する

ものであります。 

  

２ 【訂正事項】 

第一部 企業情報 

第１ 企業の概況 

１ 主要な経営指標等の推移 

(1) 連結経営指標等 

第２ 事業の状況 

１ 業績等の概要 

(2) キャッシュ・フローの状況 

７ 財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析 

(4) 資本の財源及び資金の流動性についての分析 

第５ 経理の状況 

１ 連結財務諸表等 

(1) 連結財務諸表 

④ 連結キャッシュ・フロー計算書 

注記事項 

（連結キャッシュ・フロー計算書関係） 

 １ 現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係 

  
３ 【訂正箇所】 

訂正箇所は  を付して表示しております。 

  

 



第一部【企業情報】 

第１【企業の概況】 

１【主要な経営指標等の推移】 

(1) 連結経営指標等 

（訂正前） 

＜注記略＞  

  
（訂正後） 

＜注記略＞  

  

 

回次 第113期 第114期 第115期 第116期 第117期 

決算年月 平成22年３月 平成23年３月 平成24年３月 平成25年３月 平成26年３月

＜省略＞             

投資活動による 
キャッシュ・フロー 

(百万円) △5,741 2,976 △38,724 36,715 36,686 

＜省略＞             

現金及び現金同等物の期末
残高 

(百万円) 141,772 156,355 160,623 201,164 259,420 

＜省略＞   
  

         
 

回次 第113期 第114期 第115期 第116期 第117期 

決算年月 平成22年３月 平成23年３月 平成24年３月 平成25年３月 平成26年３月

＜省略＞             

投資活動による 
キャッシュ・フロー 

(百万円) △5,741 2,976 △38,724 36,715 17,388 

＜省略＞             

現金及び現金同等物の期末
残高 

(百万円) 141,772 156,355 160,623 201,164 240,122 

＜省略＞   
  

         
 



第２【事業の状況】 

１【業績等の概要】 

(2) キャッシュ・フローの状況 

（訂正前） 

＜省略＞ 

  投資活動によるキャッシュ・フローは、366億円の収入超過（前連結会計年度は367億円の収入超過）となった。

これは、連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却による収入475億円及び投資有価証券の売却等による収入244億

円があった一方で、有形固定資産の取得による支出167億円及び貸付けによる支出118億円があったこと等によるも

のである。 

  ＜省略＞ 

 これらにより、当連結会計年度末の現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末から582億円増加の2,594億

円（前連結会計年度末は2,011億円）となった。 

  
（訂正後） 

＜省略＞ 

  投資活動によるキャッシュ・フローは、173億円の収入超過（前連結会計年度は367億円の収入超過）となった。

これは、連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却による収入475億円及び投資有価証券の売却等による収入244億

円があった一方で、定期預金の純増277億円の支出、有形固定資産の取得による支出167億円及び貸付けによる支出

118億円があったこと等によるものである。 

  ＜省略＞ 

  これらにより、当連結会計年度末の現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末から389億円増加の2,401億

円（前連結会計年度末は2,011億円）となった。 

  
７ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】 

(4) 資本の財源及び資金の流動性についての分析 

（訂正前）  

当連結会計年度末の手許資金（現金及び現金同等物）の残高は、前連結会計年度末に比べ582億円増加し、

2,594億円（前連結会計年度末は2,011億円）となった。 

  ＜省略＞ 

  投資活動によるキャッシュ・フローは、366億円の収入超過（前連結会計年度は367億円の収入超過）となっ

た。これは、連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却による収入475億円及び投資有価証券の売却等による収

入244億円があった一方で、有形固定資産の取得による支出167億円及び貸付けによる支出118億円があったこと

等によるものである。 

  ＜省略＞ 

  
（訂正後） 

当連結会計年度末の手許資金（現金及び現金同等物）の残高は、前連結会計年度末に比べ389億円増加し、

2,401億円（前連結会計年度末は2,011億円）となった。 

  ＜省略＞ 

  投資活動によるキャッシュ・フローは、173億円の収入超過（前連結会計年度は367億円の収入超過）となっ

た。これは、連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却による収入475億円及び投資有価証券の売却等による収

入244億円があった一方で、定期預金の純増277億円の支出、有形固定資産の取得による支出167億円及び貸付け

による支出118億円があったこと等によるものである。 

  ＜省略＞ 

  

 



第５ 【経理の状況】 

１【連結財務諸表等】 

(1)【連結財務諸表】 

④【連結キャッシュ・フロー計算書】 

（訂正前）  

  
（訂正後） 

  

 

                      (単位：百万円) 

                    前連結会計年度 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成26年３月31日) 

＜省略＞     

投資活動によるキャッシュ・フロー     

  定期預金の純増減額（△は増加） 564 △8,440 

  有形固定資産の取得による支出 △19,550 △16,703 

  有形固定資産の売却による収入 42,335 3,277 

  無形固定資産の取得による支出 △997 △929 

  投資有価証券の取得による支出 △2,977 △766 

  投資有価証券の売却等による収入 15,042 24,459 

  
連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却による
収入 

※2  1,011 ※2  47,597 

  貸付けによる支出 △1,143 △11,850 

  貸付金の回収による収入 1,372 937 

  その他 1,057 △894 

  投資活動によるキャッシュ・フロー 36,715 36,686 

＜省略＞     

現金及び現金同等物に係る換算差額 3,994 5,773 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 40,540 58,255 

現金及び現金同等物の期首残高 160,623 201,164 

現金及び現金同等物の期末残高 201,164 259,420 
 

                      (単位：百万円) 

                    前連結会計年度 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成26年３月31日) 

＜省略＞     

投資活動によるキャッシュ・フロー     

  定期預金の純増減額（△は増加） 564 △27,738 

  有形固定資産の取得による支出 △19,550 △16,703 

  有形固定資産の売却による収入 42,335 3,277 

  無形固定資産の取得による支出 △997 △929 

  投資有価証券の取得による支出 △2,977 △766 

  投資有価証券の売却等による収入 15,042 24,459 

  
連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却による
収入 

※2  1,011 ※2  47,597 

  貸付けによる支出 △1,143 △11,850 

  貸付金の回収による収入 1,372 937 

  その他 1,057 △894 

  投資活動によるキャッシュ・フロー 36,715 17,388 

＜省略＞     

現金及び現金同等物に係る換算差額 3,994 5,773 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 40,540 38,958 

現金及び現金同等物の期首残高 160,623 201,164 

現金及び現金同等物の期末残高 201,164 240,122 
 



【注記事項】 

(連結キャッシュ・フロー計算書関係) 

 １ 現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係 

（訂正前） 

  

（訂正後） 

  
  

  

 

  
前連結会計年度 

(自  平成24年４月１日 
至  平成25年３月31日) 

当連結会計年度 
(自  平成25年４月１日 
至  平成26年３月31日) 

  百万円 百万円 

現金預金勘定 202,194 268,890 

預入期間が３ヵ月を超える定期預金 △1,029 △9,470 

現金及び現金同等物 201,164 259,420 
 

  
前連結会計年度 

(自  平成24年４月１日 
至  平成25年３月31日) 

当連結会計年度 
(自  平成25年４月１日 
至  平成26年３月31日) 

  百万円 百万円 

現金預金勘定 202,194 268,890 

預入期間が３ヵ月を超える定期預金 △1,029 △28,768 

現金及び現金同等物 201,164 240,122 
 


